
「危険源調査」確認で企業訪聞

西
尾
市
内
の
無
事
故
無
災
害

に
向
け
て

「安
全

“
健
康
に
働

け
る
　
に
し
お
運
動
」
を
展
覇

す
る
西
尾
労
働
基
準
協
会

（榊

原
利
大
会
長
）
は
６
口
、
岡
崎

労
基
署
西
尾
支
署

（木
下
竜
也

文
著
長
）
と
連
携
し
、
各
事
業

所
で
取
り
組
み
始
め
た
危
険
源

調
査
に
つ
い
て
確
認
す
る
訪
間

活
動
を
行
っ
た
。

愛
知
労
働
局
は
今
年
か
ら
３

ヵ
年
計
画
の
独
自
活
動

「危
う

さ
と
向
き
あ
お
う
ア
ク
シ
ョ
ン

■
０
０
イ
ン
受
知
』
を
推
進
．

国
際
的
な
安
全
定
義
に
沿
つ
て

作
業
に
関
わ
る
（
ザ
ー
ド

（危

険
源
）
を
罐
理
し
て
リ
ス
ク

（危
う
さ
）
と
向
き
合
う
全
購

初
の
取
り
組
み
で
、
灘
務
中
に

分
か
る
危
険
源
で
は
な
く
、
改

め
て
作
業
工
程
な
ど
を
含
め
た

企
体
を
経
羅
し
た
危
険
源
の
洗

い
出
Ｌ
を
目
一時
Ｌ
し
て
い
る
．

呼
応
し
た
西
鎌
協
会
社
自
■

活
動
Ｌ
し
て
加
入
事
業
所
の
理

解
を
得
て
、
来
年
度
の
難
鉄
源

確
認
作
難
を
前
畑
Ｌ
ｉ
て
ス
タ

ー
…、
．
安
全
構
一
確
認
女
と
し

て
壺
贅
訪
調
し
た
の
は
一
ノ
ｔ

ヤ
、
イ
ナ
テ
ッ
ク
、
キ
シ
・
コ

ー
ボ
レ
ー
シ
菫
ン
、
鶴
原
Ｉ
案
、

黎
海
工
機
、
ア
イ
チ
ヤ
ラ
サ
■

ク
、
場
瀬
飲
工
、
キ
ン
テ
ツ
ク
、

主
フ
チ
ツ
ク
の
９
社
，

鋳
造
部
品
製
造
の
ニ
ノ
主
ヤ

一壌
手
町
、
二
官
英
構
社
長
｝

の
確
認
会
で
は
、
一藤
解
工
場
エ

リ
ア
薦
の
危
一鏡
源
を

一は
さ
〓

れ
」
な

一重
韓
勧
一
「熱
一
一整

需
一
「電
気
一
に
分
け
な
各
洗

い
凛
じ
シ
ー
ト
を
使
い
、
想
輩

さ
れ
る
災
害
や
人
体

一
の
危
害

職
度
な
ど
を
記
号
化
や
数
箱
化

し
た
調
査
紺
業
の
説
幌
が
あ
っ

た
．
西
髯
協
会
の
榊
線
会
長
ら

と
の
意
見
交
換
ち
行
わ
れ
た
．

労
基
署
西
電
支
霧
の
本
下
支
鷲

長
は
、
危
険
源
を
分
か
り
や
す

く
洗
い
出
し
た
シ
ー
ト
の
活
燿

に
よ
る
危
険
源
の
確
認
を
通
し

て

「今
後
の
対
応
、
対
策

（
の

初
め
の
一
歩
今
｝一れ
か
ら
も
災

害
の
未
然
防
止
に
努
め
て
く
だ

さ
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

一写
真
は
ニ
ノ
ミ
ヤ
で
の
安
全

相
真
確
認
《筏
一
一軍

無長
（中
央
）

か
ら
説
明
を
受
け
る
労
基
警
西

尾
支
署
の
本
下
支
暑
長
、
西
尾

協
会
の
構
原
会
長
】


